
【９月の生活目標】学習に精を出し，機敏な行動をとろう。 【９月の保健目標】体調を整え，けがを防ごう。 【９月の給食目標】バランスのとれた食事をしよう。 

※ 交通安全に十分気を付け，交通事故に遭わないようにしましょう。また，不審者にも十分気を付け，一人で遊んだり道路を歩いたりしないようにしましょう。 
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 残暑お見舞い申し上げます。 
 夏休みも残り 10日となりました。「もう，10日しかない」のか，「まだ，10日もある」の

か，子ども達，そして保護者の皆様の思いはどちらでしょうか。 

 
 

 さて，先日，車で 20 分ほどの温泉「H・M・K」に行ったときのことです。湯船につかって

いると，幼稚園児くらいの子（Ａ君）が水風呂で潜り始めました。すると，一緒に入ってい

た小学校高学年くらいのお兄ちゃんが「だめだぞ，ここはプールじゃないんだから！」と戒

めました。しかし，聞き入れません。すると，そのやり取りを聞いていた中学生らしきお兄

ちゃんが「Ａ，人の迷惑になるからだめなんだぞ。うちのお風呂なら迷惑になんないから，

うちでやれ。」と諭しました。その後のＡ君の声が聞き取れなかったので，Ａ君が納得した

のか，渋々なのかは分かりませんでしたが，にわかに静かになりました。いずれにしても，

公共の場でのマナーをお兄ちゃん達に教わったＡ君は，「他の人の迷惑になるか，ならない

か」ということを自分の行動の善し悪しの判断規準にできる子になることだろうと思いまし

た。そして，こんなお兄ちゃん達を育てた親御さんが素晴らしいなと考えることでした。 
 
 そのＡ君たちが帰って，しばらく経ってから，今度はおじいちゃんと孫らしき子（Ｂ君）

が水風呂に入っていました。年端はＡ君と同じほどの子です。二人の会話の内容から推測す

ると，Ｂ君は里帰りして久し振りにおじいちゃんに会ったようでした。ほどなく，「僕，潜

れるようになったんだよ。」と言って潜り始めました。「さっきと同じシチュエーションだ

な。」と見ていると，そのおじいちゃんは，孫の成長を見るのが嬉しかったのか，潜るだけ

では飽き足らずにバッシャンバッシャンと音を浴室中に響かせてバタ足を始めたＢ君を目

を細めて眺めるばかり。ついには，「脚をこげん真っ直ぐしっせいバタバタしてみれ（こん

なに真っ直ぐにしてバタバタしてみなさい）。」とご指導が始まりました。「じゃがじゃがー，

じょっじゃがー（そうそう，上手だよー）。」。そして，「ここよっ

か，外ん風呂の方が深かで，外ですっど（ここより外の風呂の方

が深いから外でやろう）。」と，Ｂ君を連れて露天風呂の方へ行か

れました。もちろん，そこもプールではありませんし，他のお客

さんもいたのですが。Ｂ君のこの経験は，他の公共の場所でもき

っと「生かされる」だろうなと考えることでした。 
  
同じ場で続け様に見た光景だったこともあり，Ａ君のお兄ちゃん達とＢ君のおじいちゃん

をどうしても比べてしまいました。「普通，あのお兄ちゃん達とおじいちゃんの言動は，逆

だよな。」「孫のかわいさって，人間のベテランのモラルさえも失わせてしまうのかな。孫の

力ってすごいな。」などと。あるいは，元々あのおじいちゃんのモラルは低かったのかも知 

 
れません。とすれば，相応の齢（よわい）を重ねているにも関わらず情けない…と言うと，

言い過ぎでしょうか。 
 

 
現在，文部科学省の諮問機関では「道徳の時間」を教科に格上げし，教科書を導入するこ

とが検討されており，早ければ来年度から正式な教科となる可能性があります。これは，「学

校でもっと『道徳の時間』などを充実せよ」という強いメッセージであり，私共学校教育に

携わる者は真摯に受け止めなければなりません。 
しかし，規範意識や社会性，思いやりなどの心は，学校教育だけで育つものではもちろん

ありません。1 日（金）の保護者セミナーで講師の先生が話された，「忘れた子に上げなさ

い。」と言って七夕飾りを作るための笹竹を２本持たせ，他人への思いやりや心配りの仕方

を具体的な姿で教えた「てっちゃん」のお母さんのような，あるいは「トイレは奥の方から

使わんか！」「我慢できずに後から入って来た人のために手前のトイレは空けておくもの

だ。」と先代の沈寿官さんを叱った，沈さんのおじいさんのような，更には，Ａ君兄弟を育

てた親御さんのような，“大人”の存在も絶対に欠かせないのです。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜     行     事 日 曜 行     事 

１ 月 始業式,いじめ問題を考える週間～５日 15 月 敬老の日 
２ 火 地震避難訓練③,第３回 PTA 評議員会 16 火 小運動会練習③ 
３ 水 貯金日，幼小運動会練習③ 17 水 幼小中運動会練習③ 
４ 木 幼小中運動会練習③，委員会活動⑥ 19 金 運動会会場作り 
５ 金 家庭教育学級，授業参観⑤(道徳)学級 PTA 20 土 運動会緑門作り 

６ 土 伊集院地域ｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(中央公民館) 21 日 第 65 回土橋幼小中校区合同大運動会 

８ 月 小運動会練習③，教育相談週間～12 日 22 月 振替休日 
10 水 幼小中運動会練習③ 23 火 秋分の日 
12 金 運動会予行練習①～④ 25 木 クラブ活動⑥ 

学校では「いじめはどの学校でも，どの子どもにも起こり得る」

との基本認識をもち，実態把握に努めるとともに，道徳や学級活

動でいじめ問題に関する授業を実施したり，標語等を作成させた

りして，一人一人の子ども達に自分の問題として考えさせるよう

にしています。また，いじめを認知した場合には，その子を学校 

を挙げて守り，保護者の皆様と連携しながら問題の解決に当たります。 

しかし，昨今，ネット上のいじめ問題を始め，実態がつかみにくい状況も発生していま

す。ご家庭や地域におかれましても，気になることなどありましたら，速やかにお知らせ

くださいますようお願いいたします。 

９月の第１週は，「いじめ問題について考える週間」です。 

～以下，今回も長文になってしまいました。申し訳ありません。～ 


